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森県の奨励品種として採用されたので,そ の特性について

1 は じ め に 報告する。

青森県はこれまで県産米評価向 上のために,昭和46年に
2育 成 経 過

ムッニンキ,昭和47年 にムッホナミ,昭和56年にはむつか

おり・むつこまちを,ま た昭和61年にはむつほまれなどの   「つがるおとめJは ,昭和53年青森県農業試験場藤坂支

良食味品種を採用してきた。現在 ,本県唯―の銘柄品種で  場において「奥羽305号」を母とし,「青系85号 後のむつ

あるムッホナミは津軽中央部に定着しているものの,消費  かおりJを父として人工交配を行い,昭和55年より青森県

地での評価には厳しいものがあり,一方,食味の点で定評  農業試験場において雑種集団の養成を行い選抜・固定をは

があるむつかおりは作付面積が安定 しないことなどから,  かってきた。生産力検定試験・特性検定試験等の結果 ,有

より良食味の品種の育成に期待がかけられていた。     望と認められたので,昭和58年 (F6)よ り「青系96号」

そのような中,食味特性が優れ,耐冷性・耐病性等栽培  の系統名を付し,奨励品種決定調査等に供試 してきたもの

特性も安定した水稲新品種「つがるおとめ」が昭和63年青  である。
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表 2 生育 収量調査成績
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注 農試本場 :奨励品種決定基本調査成績 昭和58～62年

平 賀 町 :   ″  現地調査成績 昭和59～ 62年
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「つがるおとめJは ,出穂期がムッホナミ並で成熟期は

ムッホナミより2,3日 遅い「中生の中Jに属する。苗長

はムッホナミ並で,葉色はムッホナミに比べてやや淡い。

本田初期の草丈はムッホナミより短めで,茎数はムッホナ

ミよりやや多めに推移する。繹長 `穂長ともにムッホナミ

よりやや長く,穂数はムッホナミより多い短稗偏穂重型の

梗種である。

稗はムッホナミ並に太 く剛で,倒状抵抗性はムッホナミ

より弱いが,ム ッニシキよりやや強い「やや強」である。

収量性は,場内及び現地調査成績を総合した結果, ほぼ

対象品種ムッホナミ並である。玄米の形状は中粒で千粒重

はムッホナミより小さい。玄米の光沢は良好だ力ヽ ′らヽ自

腹自はムッホナミより発現しやすい。

障害型耐冷性は,青森農試で行った中期冷水掛流 し検定

表 4 食味試験成績

表 3 耐冷性検定試験成績 (青森農試藤坂支場 )

注 評価法は,「ふ系,4号 J(強 -3)と「ムッホナミ」

(やや弱-6)を基準品種とし,昭和61年は 2～ 8

の 7段階,昭和62年 は 1～ ,の ,段階に分級した。
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昭58 58 12  7 ムッホナ ミ
つがるおとめ

ム ッ ニ シキ

+142
■047

+068
■037

+021
+032

■126
■042

+074
+037

-074
-042

59 12  6 ムツホナ ミ

つがるおとめ

ム ッニ シキ

むつ か お り
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■018
+012
■012
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+0 06
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+041
+029

+024
-006
+012

1 むつかおり
つがるおとめ

ム ッ ニ シキ

+061
+03,

+022
+022

+028
+028

■028

■044

+0 50

+072
-089
-061

6112 9 つがるおとめ +013 ±000 -019 +019 +0 56 -025

61 12 10 むつかおり つがるおとめ +030 -013 +026 +030 +022 -022

611212 むつかおり
つがるおとめ

ム ッ ニ シ キ

+050
+023

+032
■018

+005
+014

+034
+00,

+027
■000

+009
-005

621118 ムッニシキ
つがるおとめ

むつ か お り

■022

■0 00

+022
+017

■011

+022
土 0

+033
-011
-022

-022
-039

6212 1 むつかおり
つがるおとめ

ム ッ ニ シキ

+053
■047

+033
±0 00

+027
+000

+053
+0133

+060
■067

-020
-020

62 12  2
ササニシキ

(古川産 )

つがるおとめ

あきたこまち

+012
+059

+012
+035

±000

+029
+006
+047

+029
+053

-029
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注.パネルは青森農試職員,表中の数字は各項目とも標準品種を0と した時の評価,試料は黒石産

及び夜間掛流し検定による判定ではムッニシキ並,ま た藤

坂支場における恒温深水法による検定ではふ系94号並の判

定で,総合的にはムッホナミより明らかに強い「強」と評

価 した。

いもち病抵抗性遺伝子は,P′ α ,,″ を持つと推定さ

れた。畑晩播法による葉いもち圃場抵抗性は,ム ッニシキ

より強い「強」であるが,穂いもち抵抗性はムッニシキ並

かやや弱い「やや弱」である。

食味特性は,場内職員による5年間にわたる食味官能試

験の結果,味及び粘りの項目で優り,総合評価ではムッホ

ナミ・むつかおりより明らかに優り,ム ッニンキとの比較

でも同等以上の評価が得られた。

以上のような特性から,新品種「つがるおとめ」は,青

森県の津軽中央地帯で,条件の良いムッホナミ作付地帯を

対象に7,000九αの普及が見込まれている。
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